
社会や職場において、女性が本人の希望や能力を十分に発揮して活躍できる環境を整え、本
市の実態に即した「メンター制度」を策定するため、実態調査・計画を行う。また、事業所やその
管理職等を対象とした講演会と、働く女性を対象としたキャリアデザイン及びネットワーク作りのた
めのセミナーを開催することにより、女性活躍推進に対する啓発及び理解促進を図る。

女性活躍推進事業 【京都府福知山市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題

事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 １，７６０ 千円

交付金額 ８８０ 千円

事業番号 1

令和6年12月末現在の福知山市の総人口は74,513人、うち男性37,052人、女性
37,461人、世帯数36872世帯である。また、令和3年度経済センサスによると、本市の事業
所数は3,885か所で、総従業者数42,198人、男性従業者24,505人、女性従業者
17,545人となっている。
市内企業や事業所においては、近年慢性的に働き手が不足している現状があり、従前より、
「福知山市女性活躍応援事業補助金、「女性活躍推進セミナー（女性社員及び管理職）」、
「ふくちやま女性起業応援事業」などを実施し、市内企業における女性活躍の推進を図ってきた。
令和6年度実施の「男女共同参画に関する意識調査」の結果（市民1,600人対象：有効
回収率51.4％）において、「女性が仕事をすることについて」の問いに「結婚・出産にかかわらず
仕事をするほうがよい」が52.2%で最も多かった。

本市の働く女性及び事業所・企業の実態を踏まえたうえで、女性社員の活躍支援や管理職
候補者を育成するための「メンター制度」の導入準備として、
①商工会議所・工業センター等と連携し、市内事業所の訪問及び面談と、メンター制度導入
及びメンター候補生の推薦等についての協議を実施する。
②経営層・管理職・人事担当者・女性社員及び市民を対象に、女性活躍推進及びメンター
制度の理解促進を目的とした講演会と、1年間の事業に関する成果報告会を開催並びに成
果報告冊子を作成する。
③キャリアデザイン及びネットワークづくりをテーマに、働く女性を対象としたセミナーを開催する。

京都府、福知山市産業部、福知山市こども家庭部、福知山商工会議所、福知山商工会、
長田野工業センター、アネックス京都三和連携室、福知山市企業人権教育推進協議会

・市内事業所への訪問及び面談を通じて、女性活躍推進及びメンター制度への理解促進を
図ることができ、複数社からメンター候補生の推薦予定が確定した。特に、経済団体等との連
携により30社もの市内企業へ直接訪問できたことで、各事業所の実態把握が進むとともに、経
営層や管理職への直接的な働きかけにより「メンター制度」の理解促進と意識醸成に極めて高
い効果があったことが確認できた。
・講演会2回、セミナー3回の開催により、経営層・管理職・女性勤務者の意識醸成が進んだ。
また、全5回のセミナー等に出席した8名を確保し、メンター育成講座受講生候補の母集団を
形成することができた。セミナーの出席者に加えて、講演会参加企業等への追加アプローチによ
り目標の10名を達成する見込みであり、令和8年度のメンター育成講座の開催等、本格実施
に向けた基盤が構築できたと評価できる。
・講演会（延べ44社・110名）、セミナー（延べ46社・68名）に多数の参加があり、市内事
業所や働く女性のキャリア形成に対する関心の高さが裏付けられた。実際に面談やセミナーを通
じて複数社からメンター及びメンティ候補生の推薦予定を取り付けたことは、本事業が単なる啓
発にとどまらず、企業側の具体的な行動変容（アクション）に繋がった確かな成果だと考える。

目標・ＫＰＩ 目標 実績 達成度

事業
目標

面談、講演会等の
開催数の合計（面談10回・
講演会2回・セミナー3回）

15回
（アウトプット）

35回
（8年3月時点）

233%

事業
KPI

メンター育成講座
受講希望者

10人
（アウトカム）

8人
（8年3月時点）

80％

〇実態把握は実施できたが事業参画につながらなかった事業所も含め、今後のセミナー等への参
加や社内からメンター候補生を推薦できるような事業所を継続して発掘することが必要である。特
に、訪問30社のうち一部は見送り・検討中にとどまっており、継続的なアプローチが求められる。
〇「メンター」として認定するための要件や、認定後の活動内容等の制度設計を令和8年度中に
確立する必要がある。また、今後本格導入するメンター制度において、企業内メンター育成型と
派遣型メンター制度の2案のどちらを軸にして進めるかを整理する必要がある。
〇社外メンター派遣制度を、令和8年度2社、令和9年度5社、令和10年度8社、という計画通
りに拡大するためには、各年度のネットワーキングフォーラムでの企業募集を確実に行い、派遣先
企業の確保と質の担保を両立させることが必要である。
〇各事業の広報や周知について、現状は商工会議所・商工会等の経済団体を通じた周知が中
心であり、商業施設・飲食店・医療・福祉分野等、多様な業種の女性勤務者へのリーチが不十
分である。SNSや広報紙を活用した情報発信の強化が必要である。
〇令和7〜10年度の4年間の成果を活かし、令和11年度以降に「福知山市メンターネットワー
ク」を立ち上げるために、令和10年度中に以下の準備を進める必要があると考える。
• メンター認定者を中心とした自主的な学習・交流の場の設定
• メンター制度導入事業所による未導入企業への支援・学習会の実施
• 女性団体・NPO等との連携による持続可能な運営体制の検討
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